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はじめに 

LEED や GreenMark の評価のエネルギー計算では、使用

するシミュレーションプログラムが BESTEST1)
を実施して

いることが必要条件となっている。既報

2)
で BESTEST の

建物側の計算について報告した。ここでは空調側のテス

トケースの計算条件の概要と、BEST の設備モジュールの

機能改良および BETEST の計算結果について報告する。 

1.空調側のテストの概要 

空調のテストケースには、CE100～CE200(2 月の冷房)、

CE300～CE545(年間冷房)、HE100～HE200(暖房)がある。

CE100～CE545 の冷房の各ケースの主な計算条件について

は既報で説明している。ケースによっては BEST のモジュ

ールの改造や機能追加が必要であった。 

1.1.CE100～CE200 

外気の温湿度が一定の気象データを使用して 2 月の 1 か

月の冷房計算の結果を評価する。このシリーズのベース

となるCE100では、外気DBが 46.1℃、室設定DBが 22.2℃

と空冷ヒートポンプパッケージにとっては厳しい条件が

設定されている。BEST で用意しているビル用マルチなど

は、冷房計算の外気 DB の上限値が 43℃であるため正しい

計算ができない。BESTEST で与えられている機器特性表

に対応するモジュールを新たに作成して計算を行った。

能力表には外気 DB(29.4～46.1℃)と室 WB(15～21.7℃)に対

する全熱能力と、さらに室 DB(22.2～26.7℃)に対する顕熱

能力が与えられており、乾きコイル状態と湿りコイル状

態を分けた計算となる。 

1.2.CE300～CE545 

年間冷房の計算結果で評価する。年間を 8 期間(中には 1

日だけの期間もある)に分けて内部発熱(顕熱,潜熱)の日ス

ケジュールが 4 種類与えられている。設定温度は 5 種類

(15,20,25,35,昼 25 夜 35℃)、隙間風 3 種類(0,5.8,11.6 回/h)、

外気量 4種類(0,1.7,5.8,11.6回/h)である。隙間風と外気量に

は日スケジュールがあり、時刻で風量を変化させる。外

気冷房には温度、エンタルピー、判断値で制御方法を変

えた 5 ケースがある。CE500～545 は隙間風と外気量が無

いケースである。 

目標温度と外気導入量をスケジュールで変化させる機

能を新たに制御モジュールに追加して計算を行った。 

1.3.HE100～HE200 

暖房は密閉型燃焼機器の 1～3 月の 3 か月の計算結果で

評価する。機器能力、外気温度、設定温度、バーナーな

どの運転方法が与えられる。密閉型燃焼機器モジュール

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ CE100 から CE200 の消費電力量の比較（下段は２ケースの消費電力量の差による感度分析） 
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Figure B16.5.1-4.
HVAC BESTEST: Total Space Cooling Electricity Consumption
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Figure B16.5.1-5.
HVAC BESTEST: Total Space Cooling Electricity Sensitivities
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は与えられた機器特性で新たに作成したものを使用した。 

2.計算結果 

CE100～200 の計算結果の例として図１に消費電力(上

段)とそれらのケース間の差による感度分析(下段)を示す。

凡例にある 10 種類の他のシミュレーション結果と右端が

BEST の結果であり全ケースで同等の値となっている。 

CE300～545 の計算結果の例として図２に消費電力(上

段)とコイル負荷(下段)を示す。6 種類の他のシミュレーシ

ョン結果と右端が BEST の結果であり同等の値となってい

る。図３は CE300 の 6 月 28 日の室 DB,WB,コイル負荷の

日変化で、他のシミュレーションと同様の変化である。 

HE100～230 の計算結果の例として図４に負荷と入力の

結果を示す。凡例にある 4 種類の他のシミュレーション結

果と右端が BEST の結果であり同等の値となっている。 

室環境など他の評価指標でも他のシミュレーションの

結果と同等であり、BEST の計算結果の妥当性を確認した。 

3.まとめ 

空調の BESTEST を BEST ツールに対して行い、その計

算結果が他のシミュレーションプログラムのものと同等

であることを確認した。テスト用の空調モデルはシンプ

ルなものであるが、計算条件を満たすために新たな計算

機能を追加する必要があり改良したモジュールで計算を

行った。新たな計算機能と改良モジュールは次の BEST 改

訂版に実装する予定である。 
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図２ CE300 から CE545 の消費電力量とコイル負荷の結果 

    

    

    

    

 

  

 

 

 

 

 

  

図３ CE300 室 DB・WB と負荷        図４ HE100 から HE230 の負荷と入力の結果 
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Figure B16.5.2-1.  HVAC BESTEST: CE300 - CE545
Annual Total Electricity Consumption
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Figure B16.5.2-11.  HVAC BESTEST: CE300 - CE545
Annual Total Coil Load

TRNSYS/TUD DOE-2.2/NREL

DOE-2.1E-E/NREL EnergyPlus/GARD

CODYRUN/UR HOT3000/NRCan

BEST-P

CE300 CE310 CE320 CE330 CE340 CE350 CE360 CE400 CE410 CE420 CE430 CE440 CE500 CE500＊ CE510 CE520 CE522 CE525 CE530 CE540 CE545

顕熱 高 中' 中' 高'

潜熱 中 高 中' 中' 高'

25/35℃ 25℃ 15℃ 20℃ 35℃ 25℃ 15℃ 35℃

11.6回/h 0回/h 5.8回/h

0回/h 11.6回/h 5.8回/h

ベース

ケース

15%OA

潜熱負荷:

高

隙間風:有 外気量:多

隙間風,外

気の相互

作用

設定温度

変更

過負荷

外気冷房

(温度制御)

外気冷房

(温度制御)

外気冷房

(温度制御)

外気冷房(ｴ

ﾝﾀﾙﾋﾟｰ制

御)

外気冷房(ｴ

ﾝﾀﾙﾋﾟｰ制

御)

ベース

ケース

ベース

ケース

May-Sep

顕熱,潜熱

負荷:高

May-Sep

設定温度:

低(15℃)

設定温度:

低(20℃)

設定温度:

高(35℃)

ﾄﾞﾗｲｺｲﾙ

ﾄﾞﾗｲｺｲﾙ,

設定温度:

低

ﾄﾞﾗｲｺｲﾙ,設

定温度:高

設定温度 25℃ 25℃ 25℃

CASE

内部発熱

中 中 中'

中 中 中' 0

備考

0回/h 0回/h

外気量 1.7回/h 1.7回/h 1.7回/h（最小） 0回/h

隙間風 0回/h 0回/h

0

50

100

T
o

ta
l 
F

u
rn

a
c

e
 L

o
a

d
 

(G
J

)

Figure B16.6-1.  Comparison of the Energy Delivered for the 
Fuel-Fired Furnace Test Cases
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Figure B16.5.2-50.  HVAC BESTEST: CE300
June 28 Hourly EDB & EWB
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Figure B16.6-2.  Comparison of the Energy Consumed for the 
Fuel-Fired Furnace Test Cases
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Figure B16.5.2-47.  HVAC BESTEST: CE300
June 28 Hourly Coil Loads
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